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機械情報技術学科
自動車工学コースの
学生らがＥＶ車（電
気自動車）に改造し
た軽自動車に、10
月21日、軽自動車検
査協会青森事務所八
戸支所でナンバープ
レートの交付を受け

た。ナンバープレートを取得した軽自動車の車種は、ホンダ
のオープンカー「ビート」。車体の色は黄色である。
今回のナンバープレート取得は、同学科の学生らが2013

年から取り組んできたもので、最初の２年間はＥＶ化への改
造を、2015年は厳しくなった保安基準に適合させるための
部品の修正や、基準に適合することを証明する膨大な書類の
作成を行った。３年の歳月を費やし、幾つもの高いハードル
を乗り越え、晴れて公道を走行するためのナンバープレート
の取得に至った。
また、学生らはこの経験を12月５日仙台市で開催された

「社会人基礎力育成グランプリ2016北海道・東北地区予選
大会」で発表し、「奨励賞」を受賞した。

黄色のEV車「ビート」公道へ
改造した軽自動車にナンバープレートを取得・「奨励賞」受賞

12月25日～27日、札幌市
の真駒内セキスイハイムア
イスアリーナを会場に行わ
れた第84回全日本フィギュ
アスケート選手権大会に本
学アイススケート部フィ
ギュア部門の木村真人さん
（感性デザイン学科４年／
八戸工大一高）が、３回目
の出場を果たした。
この大会は、日本の代表
選手が一堂に会し日本一を
決定する大会で、テレビ放
映やネット配信され多くの
マスコミと観客が注目する
国内最大級の大会である。
木村さんは、シーズン序盤に脚を骨折して予選通過が危ぶ
まれたものの、持ち前の精神力で練習不足を補い、学生競技
生活の締めくくりに相応しい大舞台で有終の美を飾った。

木村真人さん全日本選手権大会出場
アイススケート部フィギュア部門

10月11日、2015年度北東北大学野球秋季入替戦の第３戦
が、東北町北総合運動公園野球場で行われ、本学硬式野球部
が一部昇格を決めた。
入替戦の相手は、１部リーグ６位の青森中央学院大学。初
戦は３－１で勝利したが、第２戦は０－１の完封負け。崖っ
ぷちの本学チームは、第３戦を３－２の接戦で制し、２勝１
敗で４季ぶりとなる一部リーグへの復帰を果した。一部リー
グは、富士大学、ノースアジア大学、青森大学、八戸学院大
学、岩手大学の強豪ぞろい。これからプロ野球選手を輩出し
ている上位チームとの厳しい試合が予想されるが、10月16
日に開催された北東北大学野球大館トーナメント大会の１回
戦では、１部優勝の富士大学を５－４で下した。今後の熱い
戦いに期待したい。

硬式野球部が一部リーグへ復帰
北東北大学野球２部リーグ全勝優勝

12月19日・20日、八戸市中心街の「チーノはちのへ」に
おいて、「平成27年度学生チャレンジプロジェクト事業」の
一般公開が行われた。
この事業は、学生のグループが自由な発想で身近な課題に
取組み、その成果を社会に還元することを目的に大学が活動
費用を助成しているもので、学外で活動を発表するのは今回
が初めて。一般公開では、今年度採択された８つの事業のこ
れまでの進捗状況について、展示・実演・演示などを行った。
事業の一つである「ＨＶバギープロジェクト」（自動車部）
では、ガソリンエンジンを電気モーターに
改造したバギーを会場に運び、学生から説
明を受けた来場者が試乗して乗り心地を確
かめていた。
学生達は、この一般公開によって得られ
た手応えや貴重な意見を、今後のプロジェ
クト推進に活かしていく。

「学生チャレンジプロジェクト事業」一般公開

11月18日、横浜市
のパシフィコ横浜で
開催された組込みシ
ステム技術協会が主
催するロボットコン
テスト「ＥＴロボコ
ン2015チャンピオン
シップ大会」に、シ
ステム情報工学科山
口広行准教授の研究
室チーム「ヒット＆ラン」が出場した。
このコンテストは、走行競技と設計モデル審査の総合評価
で争われるもので、タイムを競うデベロッパー部門（プライ
マリークラス・アドバンストクラス）と設計モデルを審査す
るイノベーター部門に分かれて行われた。全国346チームの
中から９つの地区大会で上位の成績を収めた43チームが参
戦した。システム開発力が問われるハイレベルなデベロッ
パー部門のアドバンストクラスに出場した本学チームは、東
北地区大会で優勝して活躍が期待されたが、難度が高くなっ
たコースに苦戦し無念のリタイアとなった。

ETロボコン2015チャンピオンシップ大会に出場

サーブ賞
第３位 酒井 紀誌（写真右）
（電気電子システム学科２年／
八戸工大一高）
ベストスコアラー賞
第３位 松澤 祥希 
（電気電子システム学科２年／
弘前工高）

第47回東北バレーボールリーグ戦個人賞受賞
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10月24日、宮城県仙台市で開催され
た「第30回自動車整備コンテスト」（主
催（公社）自動車技術会東北支部学生自
動車研究会）で、自動車工学コースの
３・４年生を中心とする８チームが参
加し、４大学19チームのうち上位６位
までを独占した。このコンテストは２
人１組で３級自動車整備士程度の学科
テスト、故障診断、液体判別、測定・
安全運転診断の学科と実技を行い、そ
の合計点で順位を競うものである。（以
下、１位から６位までの入賞者）

規範意識JUMP研修会に参加
11月７日、「規範意識 JUMP研修会」
が青森公立大学で開催され、本学から
楢山匠さん（機械情報技術学科３年／
八戸工高・写真左）が参加した。
この研修会は、青森県警察が実施し
ている各種犯罪抑止活動の一環で行わ
れたもので、青森県警察本部長の挨
拶に続き、「ネットトラブルの歌」の
披露、中学生による事例報告、JUMP
チームや少年サポートボランティアの
代表らによるパネルディスカッション
（テーマ「なくそういじめ私たちにで
きること」）が行われた。楢山さんは、
本学の「大学生防犯ボランティア」の
メンバーで、ディスカッションのパネ
ラーとして自らの活動について意見を
述べた。

自動車整備コンテスト
上位独占の快挙

学修支援室での活動を通して知り
合った仲間でチームを組み、11月28日
東京千代田区麹町のベルサール半蔵門
で開催された「知財活用アイデア全国
大会（東日本大会）」に参加しました。
この大会は、大企業が持つ休眠特許
を活用し、学生が地域で展開可能な事
業モデルを構築するというもので、東
日本の23大学（青森県内３大学含む）
が参加しました。本学からの参加は２
度目で、電気電子システム学科、機械
情報技術学科、バイオ環境工学科の４
年生２名、２年生３名の計５名で参加
しました。この大会のメインである事
業提案は本学で学ぶ分野とは全く別の
分野で、アイデアをまとめるのにディ
スカッションの時間がとれず苦労しま
した。私達が提案したアイデアは、メ
ガネのフレームを塗料を使わないで発
色させる「肌に優しいメガネ」。残念
ながら私達を含め青森県勢のアイデア
はすべて落選でしたが、今回のコンテ
ストでは他大学の発表から学ぶべき点
が多く、大学では経験できないことへ
の挑戦はスキルアップのいい機会にな
りました。

田畑 圭一
（電気電子システム学科４年／七戸高）写真左端

知財活用アイデア全国
大会（東日本大会）

平成28年度
学友会・体育会・文化会新役員

文化会会長
金子 瑛洋
（電子電気・シス
テム工学科２年／
山形・南陽高）

体育会会長
本間 隼人
（電子電気・シス
テム工学科２年／
秋田・西仙北高）

学友会委員長
木村 郁也
（機械情報技術学科
３年／弘前中央高）

学園祭の活性化に貢献した団体に贈
られる「第43回学園祭表彰」が決定し、
12月２日、表彰式が行われた。
◇学 長 賞
学科研究展示部門
川本研究室（電気電子システム学科）
課外活動展示部門
茶道愛好会

◇学務部長賞
学科研究展示部門
伊藤研究室（システム情報工学科）
藤岡研究室（システム情報工学科）
信山研究室（電気電子システム学科）
課外活動展示部門
合唱部・吹奏楽部・食品研究会

第43回学園祭表彰

受賞おめでとうございます

優秀論文発表者賞

論文名：「防潮堤基礎地盤のジオセル
を用いた洗堀対策」

「第50回地盤工学研究発表会」

葛西 康世
（土木建築工学科
４年／弘前工高）

文化・芸術分野
「奨励賞」

（独）日本学生支援機構
平成27年度「優秀学生顕彰」

飴田 亮太
（土木建築工学科
４年／三沢高）

１位：井澤 芳樹（３年／山形明正高）
髙橋 将志（３年／秋田・大曲工高）

２位：今野 優作（４年／秋田・湯沢翔北高）
左舘 塁（４年／八戸工大一高）

３位：佐々木優丞（４年／宮城・仙台育英
学園）
浜端 智裕（４年／岩手・種市高）

４位：石井裕一郎（３年・高卒課程認定）
田代 永樹（３年／八戸工大一高）

５位：秋山 航（４年／光星学院高）
水田 圭祐（４年／岩手・盛岡中央高）

６位：藤原 拡也（２年／岩手・紫波総合）
田代 優太（３年／八戸工高）
























